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（イ）－第 A.1表 輸送容器に収納する核燃料物質等の仕様  

項目 仕様 

種類 

性状 

型式 

寸法（mm） 

重量（g以下） 

輸
送
物
１
基
あ
た
り
の
仕
様 

収納数（ 以下） 

235Ｕ重量（kg以下） 

ウラン濃縮度（wt％以下） 

放射能の量（Bq以下） 

主要核種の 

放射能の量（Bq以下） 
235U 

発熱量（W以下） 

燃焼度（％） 

冷却日数（日以上）※1 

※１：２０２１年４月時点 
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(ｲ)－第 D.4表 収納物の燃料要素仕様  

分
類 

燃料ﾊﾞｽｹｯﾄ 

種類 

形 式 

全装荷数( /容器) 

種 類 

核

的 

仕

様 

U-235濃縮度 

(wt%) 

U-235含有量 

(g/  

U-含有量 

(g/ ) 

燃焼度(％) 

発熱量(w／容器) 

冷却日数(日) 

放射能の量(GBq/容器) 

材 

 

 

質 

燃料芯材 

被覆材 

側板,取付板等 

可燃性吸収体 

形

状 

燃料断面形状 

参 照 図 

燃料重量(g/ ) 
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3. 密封解析 

密封解析では、上記 1.、2.の条件と発送前検査における気密漏えい試験合格基準に基

づいて、一般及び特別の試験条件における放射性物質の漏えい率を評価し、基準値を満

足することを示している。 

 

4. 遮蔽解析 

遮蔽解析では、上記 1.、2.の条件を考慮して、通常の輸送、一般及び特別の試験条件

における輸送物表面あるいは表面から 1ｍ離れた位置の線量当量率を評価し、基準値を満

足することを示している。 

 

5. 臨界解析 

臨界解析では、上記 1.の結果より核分裂性輸送物に係る一般の試験条件において、臨

界評価に影響するような構造物の変形等が生じないことを示し、通常輸送時における輸

送物、孤立系における輸送物並びに核分裂性輸送物に係る一般の試験条件下及び特別の

試験条件下における孤立系及び配列系輸送物のいずれの場合にも未臨界であることを示

している。 

 

6. 核燃料輸送物の経年変化の考慮 

核燃料輸送物に対する経年変化について考慮し、輸送物の主要材料が経年変化によっ

て上記の解析に影響を与えないことを示している。 

 

7. 規則及び告示に対する適合性の評価 

以上の結果及びイ章の核燃料輸送物の説明を総合して、本輸送物の設計が規則及び告

示に定める技術基準に適合していることを示している。 

 

 

以下、ロ章Ａ～Ｇに各解析、評価の詳細を示す。 
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A.4.6 圧  力 

輸送容器の外気圧が 60kPa に減少した場合、輸送容器が健全であり密封性が保持さ

れることを解析する。なお、輸送物構成部品の最低温度は-40℃、最高温度は 65℃とし

て解析を行う。 

外気圧が 60kPaまで降下したとき、内容器には 

P２＝P０－Pａ＝  〔MPa〕 

の内圧が作用することになる。 

ここで、 

P０；内容器初期内圧（大気圧） P０ 〔MPa〕 

Pａ；圧力降下後の外気圧    Pａ 〔MPa〕 

応力評価については A.5.1.3「応力計算」において、容器に作用する内圧を

ａとしているため、本項では差圧の合計である 

P＝P１＋P２＝  〔MPa〕 

の内圧が作用するものとして解析する。 

応力評価位置及び解析方法は、A.5.1.3 項と同様に行い、その応力評価結果を(ﾛ)－

第 A.10表に示す。 
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A.5.1.4 許容応力との比較 

(ﾛ)－A.5.1.3 項の各解析項目に対する応力評価結果をまとめて(ﾛ)－第 A.13 表に

示す。 

この表から分かるように、個々の荷重が単独あるいは重畳作用しても設計基準値

に対する余裕率は、正である。なお、周囲の温度が-40℃から 38℃に変化した場合に

おいても、熱膨張、熱応力に対して影響はない。 

したがって、一般の試験条件下（熱的試験）において、本輸送物の健全性は維持

される。 

また、本輸送物の使用回数を 500回＊とした場合の許容繰返し数に対する余裕率は、

(ﾛ)－第 A.13 表に示すように正である。よって荷重の繰返しにより本輸送物の健全

性が損なわれることはない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                          

＊ 使用回数Ｎ＝8回／年×30年×余裕度≒500回 
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(3) 溶 接 部 

 内容器本体のフランジ、胴及び底板の溶接は(参)－Ａで述べる方法にしたがって

施行される。溶接部は製作中に適切な非破壊検査を行い、その健全性を確認し、さ

らに、耐圧検査を行い漏えいのないことを確認する。 

 

C.2.4 蓋 

 内容器蓋には(ﾛ)－第 C.1 図に示す通り Ｏリン

グが取付けられている。 

 また、内容器蓋は一般及び特別の試験条件下においても十分耐え得る強度を備え、か

つ、密封性を保持できる構造となっている。 

 内容器蓋は、輸送容器の密封性を保つため、(ﾛ)－第 C.3表に示す内容器蓋締付 

ボルトにより適正なトルクで締付ける。 

 なお、外圧が 60 [kPa]まで低下した場合であっても、A.5.1 で示したとおり、内容器

蓋の口開き量は Oリングの初期締め付け代を下回る。 

(ﾛ)－第 C.3表 内容器蓋締付けボルト 

名     称 サイズ 本 数 
締付けトルク 

（Ｎ・ｍ） 

内容器蓋締付けボルト 
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(ﾛ)－第 E.6表 臨界解析に用いた燃料要素の原子個数密度組成（atoms/barn-cm） 
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(ﾛ)－第 E.8表 冠水時臨界計算結果 

 

燃料要素の名称 燃料芯材 

235Ｕ*1 

濃縮度

(wt%) 

235Ｕ*1 

重量 

(g/体) 

収納*2 

体  数 keff±１σ keff＋3σ 




